
　　宮城県多賀城市の東日本大震災被害状況

津波の高さ　　　約２ｍ～４ｍ（仙台港で約７ｍ）

浸水面積　　　　約 662ha（市面積の約 34％）

災害ガレキ　　　約 290,000㎡

被災車両移動数　5,077 台

家屋解体受付数　1,376 件

避難所受入人数　31 カ所 10,274 人

　　　　　　　　（平成 23 年 3月 15 日時点）

写真：宮城県多賀城市の被災状況
①津波による被害が大きかった国道 45号（3月 13 日撮影）
②津波により浸水した桜木地区（3月 12 日撮影）
③津波で流され積み重なった自動車（3月 13 日撮影）
④地震により崩壊した砂押川堤防（3月 12 日撮影）
⑤地震から 2日後の避難所（3月 13 日撮影）
⑥ JX 日鉱日石エネルギー仙台製油所の火災（3月 11 日撮影）

損害額　　　　　54 億 9,400 万円（会社・事業所含まず）

　多賀城市内での死者数　　　　　 　住宅被害

①

②

③

④

⑤

⑥

＊宮城県多賀城市は『全国市町村あやめサミット連絡協議会』に加盟し、当市と災害時の相互応援協定を締結している自治体です。

あ
の
日
、
東
日
本
大
震
災
は

そ
こ
に
暮
ら
す
人
た
ち
か
ら

大
切
な
財
産
と
、
家
族
や
友
人
の
命
を

奪
い
去
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
被
災
地
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、

忘
れ
て
し
ま
い
た
い『
過
去
』の
傷
跡

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

87
パ
ー
セ
ン
ト
。

…
今
後
30
年
以
内
に

東
海
地
震
が
発
生
す
る
確
率
で
す
。

死
者
１
１
１
人
、
重
傷
者
２
７
６
人
。

…
第
３
次
地
震
被
害
想
定
に
お
け
る

伊
豆
の
国
市
の
想
定
被
害
者
数
で
す
。

こ
れ
が
、私
た
ち
に
突
き
つ
け
ら
れ
た『
未
来
』。

東
海
地
震
に
脅
え
る
私
た
ち
の
た
め
、

自
ら
の
傷
が
痛
む
こ
と
を
厭い

と

わ
ず
、

被
災
地
・
多
賀
城
市
が
く
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

『
今
』私
た
ち
は
、

被
災
地
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
止
め
、

『
未
来
』を
切
り
開
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

特  集　  被災地からのメッセージ

あの日に備え 何をすべきだったか
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特  集　  被災地からのメッセージ

あの日に備え
　　何をすべきだったか

ま
ず
は
、
私
た
ち
が
自
分

で
で
き
る
こ
と『
自じ

じ

ょ助
』

に
つ
い
て
。
東
日
本
大
震
災
で

津
波
の
被
害
を
受
け
た
多
賀
城

市
で
は
、
１
８
８
人
も
の
尊
い

命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
う
ち
約
半
数
は
市
外
の
人
で

し
た（
２
ペ
ー
ジ
参
照
）。
現

時
点
で
、
伊
豆
の
国
市
内
で
の

津
波
被
害
は
想
定
さ
れ
て
い
な

い
と
は
い
え
、
私
た
ち
も
、
沿

岸
部
な
ど
の
市
外
で
津
波
に
遭

う
可
能
性
は
十
分
あ
り
ま
す
。

『
地
震
が
発
生
し
た
ら
、
す
ぐ

に
高
台
へ
避
難
』す
る
こ
と
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
普
段
か
ら
近
所
付
き

合
い
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

多
賀
城
市
で
は
、
近
所
の
人
と

声
を
か
け
合
っ
た
お
か
げ
で
津

波
か
ら
避
難
で
き
て
助
か
っ
た

と
い
う
人
も
多
く
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
事
前
の
備
え
と

し
て
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。 自

分
で
で
き
る
こ
と

停電時の情報源として携帯ラジオを
備えましょう。最近はテレビを受信
できる携帯電話などもありますが、
電池消費が少なく、コミュニティＦＭ
など地域に密着した情報が得られる
点では、やはりラジオがベストです。

飲料水９㍑
（１日あたり３㍑） カレーなどのレトルト食品

各種缶詰
（煮魚・フルーツなど）

ラーメン・そば・パスタ
などの乾燥麺類

カセットコンロ
（予備のカセットも）

米３合
（１日あたり１合）

　市内には、地域防災計画で定め
た 21カ所の避難所があります（左
表）。自宅や職場から一番近い避
難所を事前にチェックしておき
ましょう。避難所の位置は、以前
各家庭にお配りした『伊豆の国市
防災マップ』（市ホームページで
も公開中）で確認できます。

避難所の確認

　火災保険では補償
されない、地震や津
波などによる損害を
補償する保険です。
東日本大震災では、
地震保険（特に家具・
電気製品などの家
財）に入っていたおかげで補償を受けられた人
がいました。一方で、保険会社との間に補償金
額を巡るトラブルが発生する例もあるようです。
契約前に補償内容をしっかり確認しましょう。
　地震保険に関する詳細は、各保険会社に直接
お問い合わせください。

市内の避難所（21カ所）
地図 避難所名 所在地
伊
豆
長
岡
地
区

① アクシスかつらぎ 古奈 255
② 長岡中学校 長岡 1407-5
③ 長岡南小学校 長岡 1294-1
④ 長岡北小学校 南江間 1200
⑤ 江間防災センター 南江間 1212-1

韮
山
地
区

⑥ 富士美幼稚園 原木 1343
⑦ 韮山小学校 四日町 350-1
⑧ 県立伊豆中央高等学校 寺家 970-1
⑨ 県立東部特別支援学校 寺家 235-1
⑩ 韮山南小学校 中 817-1
⑪ 県立韮山高等学校 韮山韮山 229
⑫ 韮山中学校 韮山韮山 393
⑬ 韮山体育館 韮山韮山 392-1

大
仁
地
区

⑭ 県立大仁高等学校跡地 大仁 334
⑮ 中島防災センター 中島 257-3
⑯ 大仁中学校 三福 1276-20
⑰ 大仁小学校 三福 325-1
⑱ ひまわり保育園 三福 934-1
⑲ 御門防災センター 御門 32-1
⑳ 大仁北小学校 守木 312-1
大仁東小学校跡地 下畑 1930

地震直後の避難所（多賀城市）

地震保険の加入

＊ 東日本大震災の教訓を得て、現在、避難所数を見
直し中です。確定次第、改めてお知らせします。

Message

１

非常持ち出し袋は、家族全員が分かりや
すい場所に置きましょう。中身は、災害
備蓄品とは違い、避難するときに持ち出
す『必要最低限のもの』。４～ 11 ページ
上段のイラストを参考に備えてください。
重さの目安は成人男性で 15kg、成人女性
で 10kg 以内が適当です。

非常持ち出し袋の中身

携帯ラジオの備え
東
海
地
震
へ
の
備
え
を
実
践
す
る

小
嶋
正
蔵
さ
ん
と

孫
の
真
希
ち
ゃ
ん（
中
）

ラーメン・そば・パスタ

伊豆の国市防災マップ

各種缶詰

クラッカー・乾パン類

ワイン・梅酒・焼酎など
（＊寒い時に体を温めたり、

疲れを癒
いや

すため）

調理器具・食器類

小嶋正蔵さん（中）実践
　

地
震
で
家
が
壊
れ
た
場
合

も
考
え
、
備
蓄
品
の
保
管
場

所
は
家
の
外（
物
置
や
車
庫

な
ど
）
が
適
し
て
い
ま
す
。

県
や
市
は
、
備
蓄
食
料
は
３

日
分
と
指
導
し
て
い
ま
す

が
、
わ
が
家
で
は
10
日
分
を

備
え
、
年
に
一
回
は
入
れ
替

え
を
し
て
い
ま
す
。
行
政
の

支
援
を
過
大
に
期
待
せ
ず
、

生
活
必
需
品
は
各
家
庭
の
備

え
で
用
が
足
り
る
よ
う
に
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

３日分の備蓄食料（写真は成人男性1人分の例） 家族の人数分をまとめて保存するのがおすすめ
です。食品は賞味期限切れに注意して、定期的
な入れ替えをしましょう。

非常持ち出し袋
の中身（参考例）

懐中電灯ラジオ乾電池ロウソクマ ッ チ・
ライター

飲料水クラッカーナ イ フ・
缶切り

＊ 備蓄食料はあくまで参考例です。これらに限らず
各個人・家庭に適した備蓄をしてください。



が公おおやけ

に共とも

原
木
区
自
主
防
災
会
長

　
　
　

山
下
正
浩
さ
ん

同
防
災
委
員
長

三
須
廣
幸
さ
ん

同
防
災
副
委
員
長

梅
原
一
夫
さ
ん
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東
海
地
震
は『
都
市
直
下
型

の
海
溝
型
大
地
震
』で
す
。

東
日
本
大
震
災
の
震
源
域（
プ

レ
ー
ト
境
界
）は
太
平
洋
沖
だ
っ

た
の
で
、
揺
れ
は
激
し
い
と
い
う

よ
り
長
く
、
津
波
も
到
達
ま
で
20

〜
30
分
か
か
り
ま
し
た
。し
か
し
、

東
海
地
震
の
震
源
域
は
静
岡
県

の
ほ
ぼ
真
下
で
す
。
東
海
地
震
で

は
、東
日
本
大
震
災
よ
り
も
阪
神・

淡
路
大
震
災
の
よ
う
な
激
し
い
揺

れ
と
、
地
震
発
生
か
ら
数
分
で
到

達
す
る
津
波
が
、
静
岡
県
を
襲
う

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
の
第
３
次
地
震
被
害
想
定

（
※
１
）で
は
、
県
民
の
生
活
圏
の

ほ
ぼ
全
域
が
震
度
６
強
〜
７
の
激

し
い
揺
れ
と
余
震
に
襲
わ
れ
、
沿

岸
で
は
地
震
直
後
の
大
津
波
も
発

生
し
、
静
岡
県
内
全
域
が
同
時
多

発
・
広
域
の
激げ

き
じ
ん
さ
い
が
い

甚
災
害
に
な
る
と

想
定
し
て
い
ま
す
。
伊
豆
の
国
市

も
例
外
で
は
な
く
、
死
者
１
１
１

人
、
重
傷
者
２
７
６
人
、
要
救
助

者
５
９
０
人
の
人
的
被
害
が
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

沿
岸
部
の
な
い
伊
豆
の
国
市
で

は
、
津
波
の
直
接
的
な
被
害
は
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

沿
岸
部
の
市
町
で
活
動
す
る
機
会

は
多
い
は
ず
で
す
。
津
波
は
他
人

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
東
日
本
で

も
、
地
震
直
後
に
避
難
し
た
人
は

助
か
っ
て
い
ま
す
が
、
避
難
し
な

か
っ
た
人
の
５
割
が
津
波
に
巻
き

込
ま
れ
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
も『
地

震
が
来
た
ら
す
ぐ
高
台
に
避
難
』

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

防
災
対
策
と
し
て
は
、
ま
ず

自
分
の
身
は
自
分
で
守

る『
自 

じ
 
じ
ょ助

』を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

県
や
市
の
地
域
防
災
計
画
で
は
、

地
震
後
３
日
間
は
人
命
救
助
を
最

優
先
と
し
て
い
る
の
で
、
助
か
っ

た
人
へ
の
水
や
食
料
の
配
給
は
後

回
し
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
県
民

意
識
調
査
に
よ
る
と
、
３
日
分
の

水
・
食
料
を
備
蓄
し
て
い
る
人
は
、

わ
ず
か
３
割
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
水

や
食
料
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
地
震
が
起
き
た
後
、
自

ら
が
避
難
所
に
入
ら
な
く
て
も

い
い
環
境
づ
く
り
も
必
要
で
す
。

『
Ｔト

ウ

カ

イ

‐

ゼ

ロ

Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ
‐
０
』（
※
２
）で
住

宅
の
耐
震
化
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
上
で
、
地
域
を
み
ん
な
で

守
る『
共き

ょ
う
じ
ょ助

』
が
必
要
で
す
。
県

内
の
自
主
防
災
組
織
は
、
構
成
す

る
住
民
の
高
齢
化
が
進
み
、
助
け

る
人
が
助
け
ら
れ
る
人
に
な
っ
て

い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

注
目
さ
れ
る
の
が
、若
い
力
で
す
。

平
成
22
年
度
の
防
災
訓
練
に
は
、

県
内
中
・
高
生
の
37
％
が
参
加
し

て
く
れ
ま
し
た
。
お
祭
り
や
会
合

な
ど
で
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
活

動
に
参
加
し
や
す
い
環
境
を
つ
く

り
、
地
域
の
防
災
の
輪
を
広
げ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

防
災
対
策
と
は
、
ま
れ
に
し
か

遭
遇
し
な
い
災
害
を
、
い
か
に
自

分
自
身
で
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
か
が

カ
ギ
と
な
り
ま
す
。『
自
助
』、『
共

助
』を
進
め
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ

ら
を『
公こ

う
じ
ょ助

』が
し
っ
か
り
支
え

ま
す
。
私
た
ち
の
真
下
で
起
こ
る

巨
大
災
害
に
、
み
ん
な
で
立
ち
向

か
い
ま
し
ょ
う
。

次
に
隣
近
所（
地
域
）で
助
け

合
う『
共き

ょ
う
じ
ょ助

』
に
つ
い
て
。

公
民
館
や
集
会
所
に
備
蓄
を
し
ま

し
ょ
う
。
例
え
ば
食
料
、
毛
布
、

自
家
発
電
、
テ
レ
ビ
な
ど
。
普
段

か
ら
隣
近
所
の『
絆き

ず
な

』も
大
切
に
。

多
賀
城
市
で
も
、
仲
の
良
い
地
域

は
避
難
所
生
活
の
ト
ラ
ブ
ル
が
少

な
く
、
良
好
な
関
係
を
築
い
て
い

ま
し
た
。
ま
た
地
域
の
企
業
や
事

業
所
と
の
連
携
も
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
防
災
訓
練
は
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
、
地
域

の
み
ん
な
が
楽
し
く
参
加
で
き
る

よ
う
に
す
る
な
ど
、
ひ
と
工
夫
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

地
域
で

　
　

で
き
る
こ
と

そ
し
て
、
市
役
所
で
で
き
る

『
公こ

う
じ
ょ助

』に
つ
い
て
。
市
に

求
め
ら
れ
る
の
は
、
市
民
目
線
と

決
断
力
で
す
。
多
賀
城
市
の
菊
地

健
次
郎
市
長
は
、
市
民
目
線
で
重

要
な
こ
と
を
考
え
、
津
波
で
道
路

を
封
鎖
し
た
車
や
ガ
レ
キ
を
早
急

に
片
付
け
る
と
と
も
に
、
詳
し
い

情
報
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
い

ち
早
く
発
信
し
ま
し
た
。
こ
の
英

断
に
よ
り
、
早
期
に
全
国
の
支
援

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

多
賀
城
市
を
支
援
し
た
の
は
、

『
あ
や
め
』
や
『
史
跡
』、『
友
好

都
市
』な
ど
の
つ
な
が
り
を
持
つ

全
国
の
市
町
。
そ
う
し
た
日
ご
ろ

の
交
友
関
係
の
多
さ
が
、
多
賀
城

市
を
窮
地
か
ら
救
い
ま
し
た
。

市
役
所
で

　
　

で
き
る
こ
と

【
い
わ
た 

た
か
よ
し
】　

昭
和
54
年
の

静
岡
県
庁
入
庁
以
来
、
東
海
地
震
対

策
に
従
事
し
て
き
た『
防
災
の
エ
キ

ス
パ
ー
ト
』。
静
岡
県
防
災
局
防
災
情

報
室
長
、
同
室
長
兼
防
災
報
道
監
な

ど
を
歴
任
し
、
平
成
21
年
に
静
岡
県

危
機
報
道
監
兼
危
機
情
報
室
長
を
経

て
現
職
と
な
る
。

静
岡
県
危
機
管
理
部
危
機
報
道
監　

岩い
わ
た田

孝た
か
よ
し仁

さ
ん

三須廣幸さん（原木）

　

原
木
区
に
は
、
公
民
館
に

４
つ
の
備
蓄
倉
庫
、
区
内
に

２
つ
の
防
災
倉
庫
が
あ
り
、

発
電
機
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、

ス
コ
ッ
プ
な
ど
、
災
害
直
後

の
救
援
活
動
に
使
う
も
の
を

多
く
備
え
て
い
ま
す
。
東
日

本
大
震
災
以
降
は
、
マ
ス
ク

や
簡
易
ト
イ
レ
な
ど
避
難
生

活
に
必
要
な
物
も
増
や
し
ま

し
た
。
逆
に
、
食
料
や
水
は

各
家
庭
で
備
え
て
も
ら
い
た

い
の
で
、
あ
ま
り
備
蓄
し
て

い
ま
せ
ん
。
年
１
回
は
倉
庫

の
中
身
を
点
検
、整
理
し
て
、

役
員
が
代
替
り
し
た
後
も
引

き
継
い
で
も
ら
え
る
よ
う
に

心
が
け
て
い
ま
す
。

阪
神
・
淡
路
級
の
揺
れ
と

東
日
本
よ
り
速
い
津
波

巨
大
災
害
に
立
ち
向
か
う

『
自
助
』、『
共
助
』、『
公
助
』

（
※
１
）静
岡
県
第
３
次
地
震
被
害
想

定
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を

も
と
に
、
平
成
13
年
に
県
が
策
定
し

た
東
海
地
震
の
被
害
想
定
。
東
日
本

大
震
災
発
生
を
受
け
、
現
在
第
４
次

想
定
の
策
定
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

東日本大震災と違い、静岡県は震
源域（プレート境界）がほぼ真下

（
※
２
）
Ｔト

ウ

カ

イ

‐

ゼ

ロ

Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ
‐
０
は
東

海
地
震
に
お
け
る
建
築
物
等
の
倒
壊

か
ら
県
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た

め
の
耐
震
化
助
成
制
度
。
木
造
住
宅

の
耐
震
化
は
昭
和
56
年
５
月
以
前
に

建
築
さ
れ
た
建
物
が
対
象
。

問
合
せ　

都
市
計
画
課
住
宅
管
理
室

　
　

☎
０
５
５（
９
４
８
）２
９
３
０

子どもたちも参加する訓
練で防災の輪を広げる。

Message

２

Message

３

Message

４

自
分
で
守
る『
自 

じ
 
じ
ょ助
』、
み
ん
な
で
守
る『
共き

ょ
う
じ
ょ助
』、

そ
れ
ら
を
し
っ
か
り
支
え
る『
公こ

う
じ
ょ助
』。

実践

京都府長岡京市など実践

特  集　  被災地からのメッセージ

あの日に備え
　　何をすべきだったか

消毒薬ばんそうこうハサミ常備薬下着 缶詰ティッシュ包帯上着
レトルト
食品

　伊豆の国市でも、平成 20 年
１月に姉妹都市である京都府長
岡京市と、また旧伊豆長岡町時
代から『全国市町村あやめサミ
ット協議会』の加盟市町（多賀城
市など）と災害時の相互応援協
定を結び、いざというとき助け
合える体制をとっています。
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山
下
正
浩
さ
ん（
以
下
山
下
）
原
木
区

で
は
震
災
後
、『
自
助
』『
共
助
』の
考

え
に
基
づ
き
、
区
民
の
防
災
意
識
の
向

上
の
た
め
の
２
つ
の
取
り
組
み
を
始

め
ま
し
た
。
一
つ
は『
防
災
講
演
会
』。

新
潟
県
中
越
地
震
の
被
災
者
で
あ
る
小

嶋
正
蔵
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
体
験
談

を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
も
う
一

つ
は
、
防
災
訓
練
で
の『
防
災
ク
ロ
ス

ロ
ー
ド
ゲ
ー
ム
』。
中
学
生
か
ら
高
齢

者
ま
で
が
一
堂
に
会
し
、
楽
し
く
防
災

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

岩
田　

市
や
建
設
業
協
会
が
、
職
員
や

地
域
も
巻
き
込
み
多
賀
城
市
を
支
援
し

た
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

望
月
良
和
市
長（
以
下
市
長
）
伊
豆
の

国
市
は
、『
全
国
市
町
村
あ
や
め
サ
ミ
ッ

ト
連
絡
協
議
会
』に
加
入
し
て
い
て
、

そ
の
仲
間
で
あ
る
山
形
県
長
井
市
か

ら
、
同
じ
仲
間
の
多
賀
城
市
の
被
害
状

況
を
聞
き
、
震
災
の
６
日
後
に
は
、
多

賀
城
市
に
救
援
物
資（
毛
布
・
食
料
等
）

を
送
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
多
賀
城
市

役
所
の
菊
地
市
長
を
お
見
舞
い
に
訪
れ

岩
田
孝
仁
さ
ん（
以
下
岩
田
）
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
務
め
る
岩
田
で
す
。
東
日

本
大
震
災
で
は
、
伊
豆
の
国
市
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
被
災
地
に
行
っ
た
人
た

ち
が
い
ま
す
。
ま
た
、
被
災
地
の
支
援

や
、
自
主
防
災
会
の
活
動
な
ど
を
通
じ

て
、そ
れ
ぞ
れ
が
得
た
震
災
へ
の
思
い
・

教
訓
か
ら
、
東
海
地
震
に
向
け
て
何
を

し
て
い
く
べ
き
か
を
議
論
し
ま
す
。

岩
田　

震
災
直
後
、
被
災
地
に
派
遣
さ

れ
、
救
助
・
保
健
活
動
に
従
事
し
た
２

人
の
活
動
や
活
動
を
通
じ
て
感
じ
た
こ

と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

植
田
敏
嗣
さ
ん（
以
下
植
田
）
私
が
派

遣
さ
れ
た
の
は
福
島
県
。外
は
吹
雪
で
、

今
ま
で
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
寒
さ
で

し
た
。
活
動
地
の
相
馬
市
を
見
た
と
き

は
唖あ

ぜ
ん然

と
し
ま
し
た
。
街
が
あ
る
は
ず

の
と
こ
ろ
に
ガ
レ
キ
し
か
な
く
、
津
波

の
恐
ろ
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
地
元

の
人
た
ち
に「
家
族
を
助
け
て
く
だ
さ

い
」と
手
を
合
わ
せ
て
拝
ま
れ
、
私
た

ち
も
必
死
に
救
出
活
動
を
し
ま
し
た
。

静
岡
県
の
救
助
隊
が
発
見
し
た
の
は
３

人
。
本
当
に
残
念
な
が
ら
、
全
員
亡
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。私
た
ち
の
胸
に「
生

存
し
て
い
る
状
態
で
助
け
た
か
っ
た
」

と
い
う
無
念
が
残
り
ま
し
た
。

白
井
み
ち
代
保
健
師（
以
下
白
井
）
私

は
仙
台
市
若
林
区
で
、
被
災
し
た
人
た

ち
の
健
康
支
援
を
し
ま
し
た
。
一
日
２

回
の
巡
回
健
康
相
談
を
行
い
、
感
染
症

の
予
防
や
、
体
調
の
悪
い
人
の
心
身
の

ケ
ア
に
努
め
ま
し
た
。
避
難
所
に
い
る

人
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
家
族
を
亡
く
し

て
い
ま
し
た
が
、
皆
、
ひ
た
む
き
に
生

き
て
い
ま
し
た
。
中
に
は
ね
ぎ
ら
い
の

言
葉
を
か
け
て
く
れ
る
人
も
い
て
、
私

の
方
が
勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

岩
田　

震
災
の
後
に
、
原
木
区
で
始
め

た
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

た
際
、「
多
賀
城
市
の
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ

伊
豆
長
岡
温
泉
で
心
を
癒い

や

し
て
ほ
し

い
」
と
伝
え
、『
多
賀
城
市
被
災
者
受

入
支
援
事
業
』を
展
開
し
ま
し
た
。
市

内
旅
館
の
協
力
の
も
と
、
５
月
〜
９
月

の
間
に
、
全
９
回
計
２
５
４
人
の
多
賀

城
市
民
に
滞
在
し
て
い
た
だ
き
、
市
内

の
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
交
流
し
、

堅
い『
絆き

ず
な

』を
結
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
形
で
多
賀
城
市
を
支
援
で

き
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
多
く

の
市
職
員
が
多
賀
城
市
を
訪
れ
、
被
災

地
を
肌
で
感
じ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
が

た
い
こ
と
で
し
た
。
こ
の
経
験
は
、
必

ず
東
海
地
震
で
役
に
立
ち
ま
す
。

土
屋
龍
太
郎
さ
ん（
以
下
土
屋
）
被
災

地
の
た
め
に
私
た
ち
建
設
業
者
が
で
き

る
こ
と
は
、
災
害
復
旧
工
事
の
お
手
伝

い
で
す
。
現
地
の
建
設
業
者
の
手
が
回

ら
ず
、
壊
れ
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た

個
人
住
宅
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
を
手

伝
い
ま
し
た
。
復
旧
活
動
に
参
加
し
た

会
員
は
、皆
、胸
に
灯
を
と
も
し
て
帰
っ

て
き
た
よ
う
で
す
。
な
ぜ
な
ら
私
た
ち

は
、
普
段
は
騒
音
や
通
行
規
制
等
で
苦

情
を
言
わ
れ
な
が
ら
市
民
生
活
の
向
上

や
安
全
確
保
を
し
て
い
る
の
に
、
被
災

地
で
は
皆
さ
ん
か
ら
感
謝
さ
れ
て「
自

分
た
ち
は
人
の
役
に
立
っ
て
い
る
」と

実
感
で
き
た
か
ら
で
す
。
被
災
地
で
の

彼
ら
の
経
験
は
、
市
の
防
災
力
を
大
き

く
向
上
さ
せ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

澁
谷
大
司
さ
ん（
以
下
澁
谷
）
今
回
の

震
災
で
、
行
政
に
と
っ
て
一
番
大
切
だ

と
感
じ
た
の
は
、『
絆き

ず
な

』と『
チ
ャ
ン
ネ

ル（
交
友
関
係
）の
多
さ
』で
す
。
震
災

当
時
、
多
賀
城
市
で
は
一
万
人
の
避
難

者
を
抱
え
て
い
る
の
に
、
災
害
支
援
協

定
を
結
ぶ
大
手
ス
ー
パ
ー
も
被
災
し
食

料
を
調
達
で
き
な
い
状
況
で
し
た
。
そ

ん
な
中
、
伊
豆
の
国
市
な
ど
全
国
か
ら

送
っ
て
い
た
だ
い
た
食
料
で
な
ん
と
か

食
い
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
多

賀
城
市
が
全
国
に
持
っ
て
い
た
多
く
の

『
絆き

ず
な

』と『
チ
ャ
ン
ネ
ル
』の
お
か
げ
で
す
。

さ
ら
に
建
設
業
協
会
の
復
旧
活
動
や
東

静
電
気（
株
）の
洗
濯
サ
ー
ビ
ス
、
伊

豆
長
岡
温
泉
で
の『
多
賀
城
市
被
災
者

受
入
支
援
事
業
』な
ど
は
、
被
災
者
の

心
の
支
援
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

岩
田　

今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、

ど
の
よ
う
に
東
海
地
震
対
策
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か
？

土
屋　

東
海
地
震
が
来
て『
伊
豆
地
方
、

大
打
撃
』と
マ
ス
コ
ミ
に
報
道
さ
れ
れ

ば
、
観
光
業
は
窮
地
に
立
た
さ
れ
ま

す
。
私
た
ち
建
設
業
者
の
使
命
は
、『
伊

パ
ネ
リ
ス
ト

前
宮
城
県
多
賀
城
市

総
務
部
長

澁し
ぶ
や谷

大だ
い
じ司

さ
ん

　

昭
和
48
年
に
多
賀
城
市
役
所
入
庁
。

退
職
直
前
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
多
賀
城
市
災
害
対
策
本
部

付
け
と
な
り
、
震
災
後
の
復
旧
・
復

興
活
動
に
携
わ
る
。
大
震
災
発
生
時

は
市
庁
舎
で
会
議
中
で
、
か
つ
て
な

い
大
き
な
揺
れ
に「
建
物
が
倒
壊
す

る
の
で
は
」と
危
機
を
感
じ
た
。

田
方
消
防
本
部

田
方
中
消
防
署

当
直
司
令

植う
え
だ田

敏と
し
つ
ぐ嗣

さ
ん

　

震
災
発
生
５
日
後
の
福
島
県
に
、

静
岡
県
消
防
緊
急
援
助
隊
第
２
陣
と

し
て
派
遣
さ
れ
る
。
災
害
時
に
必
要

な
の
は『
冷
静
な
判
断
』。
東
日
本
大

震
災
発
生
時
は
勤
務
中
で
、
初
め
て

体
験
す
る
激
し
い
揺
れ
に「
震
源
地

は
近
い
の
で
は
」と
感
じ
た
。

原
木
区
自
主
防
災
会

会
長山や

ま
し
た下

正ま
さ
ひ
ろ浩

さ
ん

　

自
主
防
災
を
積
極
的
に
進
め
る
原

木
区
の
区
長
。
防
災
講
演
会
実
施
、

防
災
訓
練
に『
防
災
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド

ゲ
ー
ム
』
導
入
な
ど
、
区
民
の
防
災

意
識
向
上
に
努
め
る
。『
自
分
の
身
は

自
分
で
守
る
』
が
信
条
。
大
震
災
発

生
時
は
畑
で
農
作
業
中
で
、
地
震
と

気
付
か
ず「
め
ま
い
か
な
」と
思
っ
た
。

伊
豆
の
国
市
建
設
業

協
会　

会
長

土つ
ち
や屋

龍り
ゅ
う
た
ろ
う

太
郎
さ
ん

　

土
屋
建
設（
株
）代
表
取
締
役
。
平

成
19
年
か
ら
市
建
設
業
協
会
会
長
を

務
め
る
。
同
協
会
と
し
て
宮
城
県

多
賀
城
市
に
現
場
監
督
と
重
機
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
計
50
人
を
派
遣
し
、
被
災

地
の
復
興
を
支
援
。
大
震
災
発
生
時

は
、
す
ぐ
に
事
務
所
に
戻
っ
て
市
内

の
被
害
状
況
を
確
認
し
た
。

　

震
災
発
生
か
ら
約
１
カ
月
後
の
宮

城
県
仙
台
市
に
派
遣
さ
れ
、
災
害
現

場
の
保
健
活
動
に
従
事
。
被
災
者
の

心
の
ケ
ア
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
。

大
震
災
発
生
時
は
自
動
車
を
運
転
中

で
、
地
震
と
は
気
付
か
ず「
自
動
車

が
故
障
し
た
の
で
は
」と
思
っ
た
。

伊
豆
の
国
市

健
康
づ
く
り
課

保
健
師白し
ら
い井

み
ち
代よ

東
日
本
大
震
災
の
直
後

そ
の
後
の
取
り
組
み

被
災
地
・
多
賀
城
市
の
支
援

東
海
地
震
の
対
策

Message

５

第
５
回
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
市
民
大
会　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
学
び
、

今
あ
ら
た
め
て
東
海
地
震
対
策
を
考
え
る

平成 23年 10月 8日
アクシスかつらぎ

靴下タオル手袋

特  集　  被災地からのメッセージ

あの日に備え
　　何をすべきだったか
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豆
地
方
、
復
興
に
着
手
』と
い
う
第
２

報
を
一
日
も
早
く
報
道
さ
せ
る
こ
と
で

す
。
そ
れ
に
は
迅
速
な
復
旧
作
業
が
必

要
で
す
が
、
戦
力
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
。
市
が
災
害
協
定
を
結
ぶ
全
国
か
ら

の
援
軍
を
確
保
し
、
地
域
住
民
と
も
連

携
・
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
下　

区
民
の
防
災
意
識
向
上
の
た

め
、
今
後
も
積
極
的
に
防
災
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。
ま
た
現
在
、
原
木
区
の

指
定
避
難
所
は
富
士
美
幼
稚
園
と
韮
山

小
学
校
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
適
地

を
探
し
ま
す
。
区
の
防
災
備
蓄
品
も
充

実
さ
せ
ま
す
。
市
へ
の
お
願
い
と
し
て

は
、同
報
無
線
の
難
聴
地
域
の
た
め
に
、

同
報
無
線
が
聞
け
る
ラ
ジ
オ
を
各
戸
配

布
す
る
な
ど
し
て
ほ
し
い
で
す
。

植
田　

消
防
本
部
と
消
防
団
は
、
今
以

上
に
連
携
を
深
め
る
べ
き
で
す
。
女
性

消
防
隊
に
も
、
救
急
訓
練
の
成
果
を
広

め
て
も
ら
い
た

い
で
す
。
す
で

に
国
、
県
、
市

は
、
防
災
危
機

感
を
持
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か

ら
一
番
大
切
な

の
は
、
各
家
庭
、

個
人
の
防
災
危
機
感
で
す
。
東
日
本
大

震
災
で
も「
地
震
が
起
き
た
ら
外
に
出

る
」と
い
う
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
助
か
っ

た
例
が
あ
り
ま
す
。
各
家
庭
、
個
人
が

普
段
か
ら
防
災
危
機
感
を
持
ち
、
地
震

が
起
き
と
き
は
、
ぜ
ひ『
冷
静
な
判
断
』

を
し
て
く
だ
さ
い
。

白
井　

亡
く
な
っ
た
皆
さ
ん
が
命
を

も
っ
て
、
今
、
何
を
す
べ
き
か
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。『
被
災
者
に
必
要
な
健

康
支
援
の
指
針
』を
緊
急
に
作
り
、
市

民
を
巻
き
込
ん
で
指
針
に
基
づ
い
た
訓

練
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
あ
く
ま
で
想
定
の
範
囲
内
の
指

針
や
訓
練
で
す
か
ら
、
想
定
を
超
え
る

災
害
が
起
き
た
と
き
、
柔
軟
に
対
応
で

き
る
よ
う
心
が
け
た
い
で
す
。

市
長　

今
ま
で
市
の
防
災
対
策
は
水
害

や
急
傾
斜
地
を
中
心
に
行
っ
て
き
た
の

で
、
先
日
の
台
風
15
号
で
も
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
多
賀
城
市
同
様
、
伊
豆

の
国
市
で
も
、
平
成
24
年
度
で
幼
稚

園
・
保
育
園
、
小
・
中
学
校
の
耐
震
化

が
す
べ
て
完
了
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

『
Ｔト

ウ

カ

イ

‐

ゼ

ロ

Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ
‐
０
』を
推
進
し
、
木

造
住
宅
の
耐
震
化
に
力
を
入
れ
た
い
と

思
い
ま
す
。
さ
ら
に
同
報
無
線
の
個
別

受
信
機
配
布
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
の

開
局
に
向
け
た
取
り
組
み
も
進
め
ま

す
。
ま
た
防
災
対
策
と
並
行
し
て
、
避

難
所
に
つ
い
て
も
乳
幼
児
や
投
薬
者
へ

の
配
慮
な
ど
、
き
め
細
や
か
な
対
策
を

講
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。
実
は
、
東
日

本
大
震
災
は
、
７
年
も
前
に
発
生
確
率

90
％
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
し
た（
※
）。

現
在
、
東
海
地
震
の
発
生
確
率
が
87
％

と
予
想
さ
れ
て
い
る
私
た
ち
も
、
も
う

一
度
改
め
て
情
報
に
対
す
る
正
し
い
認

識
を
持
つ
べ
き
で
す
。
東
海
地
震
の
被

害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
、
今
後

も
防
災
対
策
を
進
め
、
全
国
の
都
市
と

連
携
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

澁
谷　

多
賀
城
市
が
こ
こ
ま
で
復
興
で

き
た
の
は
、
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。

万
が
一
、
伊
豆
の
国
市
が
災
害
に
あ
っ

た
ら
、
私
た
ち
は
い
ち
早
く
駆
け
つ
け

ま
す
。
多
賀
城
市
、
宮
城
県
、
東
北
は
、

今
復
興
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
来
年
に

は
、
復
興
し
た
姿
を
見
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
皆
さ

ん
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

岩
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

以
上
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

終
了
し
ま
す
。

パ
ネ
リ
ス
ト

　

平
成
３
年
よ
り
旧
・
大
仁
町
長
、

平
成
17
年
よ
り
伊
豆
の
国
市
長
を
歴

任
。
豊
富
な
首
長
経
験
の
中
か
ら『
防

災
』
の
重
要
性
を
強
く
認
識
し
、
防

災
ハ
ー
ド
対
策
に
力
を
入
れ
る
と
と

も
に
、『
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
』

を
進
め
る
。
大
震
災
発
生
時
は
、
市

役
所
で
接
客
中
だ
っ
た
が
、
長
く
激

し
い
揺
れ
に
一
瞬
、「
東
海
地
震
が
来

た
の
で
は
」と
思
っ
た
。

伊
豆
の
国
市

市
長

望も
ち
づ
き月

良よ
し
か
ず和

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

経
歴
等
は
７
ペ
ー
ジ
参
照
。
大
震

災
発
生
時
は
、
東
京
で
会
議
中
。『
緊

急
地
震
速
報
』の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

を
40
秒
前
か
ら
聞
い
て
い
た
。

静
岡
県
危
機
管
理
部

危
機
報
道
監

岩い
わ
た田

孝た
か
よ
し仁

さ
ん

地
域
で
起
こ
り
う
る
被

害
を
考
え
、
自
ら
の

命
を
守
る『
自
助
』
の
た
め

に
、
ど
ん
な
行
動
を
と
る
べ

き
か
？
地
震
発
生
時
の
被
害

を
軽
減
す
る
た
め
に
、
地
域

で
で
き
る『
共
助
』
と
は
？

地
域
防
災
訓
練
で
、
東
海
地

震
発
生
後
の
避
難
生
活
等
を

想
定
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

地域防災訓練12          4
      ( 日 )

問合せ　地域安全課　☎ 055-948-1412

文
中（
※
）･･･

東
日
本
大
震
災
は
、

平
成
16
年
６
月（
約
７
年
前
）の
新
聞

記
事
等
で
既
に
、『
三
陸
沖
地
震
は
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
０
、
発
生
確
率

90
％
』と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

参　　考：第 5回伊豆の国市安全で安心なまちづくり市民大会　澁谷大司氏講演
　　　　　『東日本大震災を経験して伝えたいこと～あの日（3.11）に備え、我々は何をすべきだったのか』
　　　　　同大会　岩田孝仁氏講演『減災社会を築く～東海地震への備え』
写真提供：宮城県多賀城市総務部地域コミュニティ課

多賀城市でも、毎年６月末ごろ『あやめまつり』
が開催されます。国の特別史跡『多賀城跡』の
一角、約 20,000㎡のあやめ園に、250 種 200
万本のあやめ、花菖蒲が咲き誇るイベントで
す。今年は震災により中止されましたが、来
年はぜひ訪れてみてください。

マスク現金通帳等ロープビニール袋 雨具筆記用具 笛

特  集　  被災地からのメッセージ

あの日に備え
　　何をすべきだったか

ヘルメット・
防災頭巾等

3.11 の教訓
～防災活動の原点『自助・共助』に立ち返り総点検！～

＊ 訓練の実施時間や会場は、各地区にご確認ください。
ご不明な場合は地域安全課までお問い合わせください。

明
日
、
突
然
く
る
か
も
し
れ
な
い

東
海
地
震
。

こ
の
地
で
暮
ら
す
以
上
、

そ
れ
は
避
け
ら
れ
な
い『
未
来
』

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、

被
災
地
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

無
駄
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

今
、
た
く
ま
し
く

復
興
を
遂
げ
つ
つ
あ
る

彼
ら
に
負
け
な
い
よ
う
、

私
た
ち
も

希
望
あ
る『
未
来
』を

切
り
開
き
ま
し
ょ
う
。


